






































































































































































                                                 


































                                                 
16 『広辞苑第五版』新村出版２００２年「仏教」２３４２頁 










































































































































































































                                                 
23 http://www.samurai-archives.com/registry.html 
































































                                                 


































                                                 
30 http://www.baobab.or.jp/~stranger/mypage/kakure.htm 

































                                                 











































                                                 
35 『The Clash of Civilizations: An Intrusive Gospel in Japanese Civilization』；Robert Lee；
Trinity Press International, １９９９年；４６頁 















土着の宗派 創立年 土着の影響 
無教会 １９０１ 儒教、武士道 
道会 １９０７ 新儒教、陽明学派、神道 
基督心宗教団 １９２７ 儒教、仏教、山での苦行 
栄光の福音キリスト教 １９３６ ----------- 
活けるキリスト一麦教会 １９３９ ----------- 
基督カーナン教団 １９４０ ----------- 
日本キリスト召団 １９４０ ----------- 
イエス之御霊教会 １９４１ 民俗の宗教伝統、先祖の崇拝 
聖イエス会 １９４６ 念仏、先祖の崇拝 
聖成基督教団 １９４８ ----------- 
原始福音（幕屋） １９４８無教会、民俗の宗教伝統、山での苦行 
活かすキリスト １９６６ ----------- 


























































































































































































































こういう研究は１８７９年頃に遡る。上の絵はN.・マクラウドの「Epitome of the Ancient 
History of Japan」55の作物の部分からとられている。 
 
 
                                                 
54 創世記第２２章１７節；２６頁 






























                                                 








































































































































                                                 
70 第８４詩篇１１節；８２３頁 
71 出エジプト記第３０章１７～２１節；１１９頁 










































































































































































































の近くで行い、アブラハムとイサクが登った山はモリヤという地にあるという類似がある。    







































                                                 
97 前掲書第１７章５節；１８頁（下線は筆者による） 
 129
事実なのだろうか。日本人の先祖は、古代キリスト教のユダヤ教を実行していたのではな
いだろうか。若干の学者が現代そのことについて研究している。神道や日本人の習慣とユ
ダヤ教の教義に関する類似性に対して、ただの偶然の一致であると多くの学者は考えてい
る。一方、若干の学者は日本人がアブラハムの子孫であると確信した。どの話が本当なの
か。それが偶然の一致であると考えることは容易である。しかし、神道は古代ユダヤ教で
あった微妙な形跡が存在している事も確かである。神社の地取りはユダヤ教の幕屋と似て
いる事や、伊勢神宮にある形跡や、沖縄のカンカーや、諏訪大社の御頭際は全部明確な証
であると若干の学者が指摘している。そして、神道は創設者がはっきり存在しないという
事実もある。神話は本当は旧約聖書の話ではないか。それは真実であれば、日本人は神が
アブラハムの子孫に約束した祝福を受ける権利も与えられている。何が真実であるとして
も、それを受け入れる事はまた個人的な問題ではあるが、興味深いことであり、日本の歴
史を異なった視点から捉えることが出来るものであり、今後も研究の蓄積に注目したい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
